
◆授業設計のポイント◆

・情報を多面的・多角的に精査し構造化する学習過程の設計

・思考ツールを用い自らの考えを広げ深める対話

・見通し・振り返る活動の充実を図るためのルーブリックの活用

国 語 科 学 習 指 導 案

学 級 ２ 年 ４ 組 ( 男 子 1 8 名 女 子 1 7 名 計 3 5 名 )

場 所 ２ 年 ４ 組 （ ２ 年 校 舎 ３ 階 ）

授業者 教 諭 矢 田 目 美 樹

１ 単元名 鹿児島の魅力が伝わるプレゼンテーションをしよう

教材名「資料や機器を効果的に活用する プレゼンテーション」

２ 本単元における言語活動

プレゼンテーションで鹿児島の魅力を説明する活動（関連：言語活動例 ２年 ア）

３ 単元設定の理由

(1) 教材観

プレゼンテーションとは資料や機器を使いながら研究や調査結果を発表したり，企画を提案したりする

ことである。近年，多様な場面で，プレゼンテーションは行われるようになった。学校現場においてもこ

れまで模造紙に書いた文字や図表グラフ等を提示しながらの発表がなされてきた。これらもプレゼンテー

ションの一種といえる。

今回は実際の社会の中でもよく行われているスライドやフリップを用いたプレゼンテーションを行うこ

ととする。制限時間内でどのようにプレゼンテーションを展開すればわかりやすいか，相手意識や目的意

識を念頭に置きながら考えていく中で，生徒は資料を整理し比較したり，吟味したり，結び付けたりしな

がら，わかりやすい資料作りやそれを提示するタイミングなど資料や機器の効果的な活用方法を学ぶこと

ができると考える。

(2) 生徒観

本学年の生徒は，一年生時に総合的な学習の時間で，郷土について調べたことをパソコンやリーフレッ

トや壁新聞を使ってまとめるプレゼンテーションを経験した。さらに１年時教材において学校紹介リーフ

レットも作成している。その際，相手や目的を意識しながら伝えたいコンセプトに合うように情報を選択

する活動を行っている。一方，必要な情報を選択することはできるが，それらの情報をただ羅列してしま

い，伝えたいことがわかりにくいプレゼンテーションも見られた。そこで今回は，さらに相手に分かりや

すく伝えるために，論理の展開を意識して，資料の構成を工夫していく資質・能力の伸長を図りたい。

(3) 言語活動の特性

スライドやフリップを作成する際，生徒の興味はアニメーションやデザインに向かうことが多い。この

単元では目的や相手を意識しながら，発表する内容がわかりやすく整えられているかという点と，発表に



際して資料や機器が効果的に使われているかという点を重視させたい。そこで，一年生に向けて鹿児島の

魅力を分かりやすく説明するという言語活動を設定する。お互いにある程度郷土のよさに対する知識を共

有している中で，どのようにすればわかりやすいプレゼンテーションとなるか，上記の二点を意識して活

動ができるような工夫が求められる。

(4) 言語活動の工夫

導入で，昨年度生徒が作成したプレゼンテーションと，教師が展開の工夫を意識して作成したプレゼンテ

ーションを比較する活動を取り入れる。このことにより，発表する内容を整理することと効果的な資料や機

器の活用が，分かりやすいプレゼンテーションには必要であるという理解を促し，単元の目標として設定す

る。また，どのようなテーマにするかグループで話し合う活動を取り入れることで，既有の知識や学習経験

を想起させるとともに，学習への意欲を高めたい。

展開では，テーマに沿った情報収集を行う。その際スライドを用いた様々な論理の展開の仕方についてい

くつかの型を示すことで，自分たちのプレゼンテーションの展開を考えやすくする。テーマに沿って収集し

た情報を，構成シートを用いることで比較したり，吟味したり，結び付けたりできるようにする。その整理

した情報を基に，構成シートを作成しこの練り上げの過程で汎用的な資質・能力「情報活用力」レベル４の

姿を目指していく。その後，相手意識や目的意識に沿っているかを確認するためにリハーサルを行う場を

設定する。

終末では，実際に１年生にプレゼンテーションを行い評価をもらう。そこで自分たちが考えた工夫がよ

かったかどうか確認することで，次の学習へ結び付けていきたい。

４ 単元の目標

（１） テーマに沿って集めた複数の情報を，整理し，伝えたい内容を検討することができる。

（知識・技能【情報の扱い方 イ】)

(２) 論理の展開に注意して，伝えたい内容の構成を工夫することができる。

（思考力・判断力・表現力等【話すこと・聞くこと イ】）

(３) 相手に伝えたい内容の価値や魅力が伝わるような提示資料を作り効果的に用いることができる。

（思考力・判断力・表現力等【話すこと・聞くこと ウ】)

（４） 相手や目的を意識しながら，提示資料を効果的に用いてプレゼンテーションをしようとしている。

（学びに向かう力，人間性等）

５ 単元における評価規準

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等

・ テーマに沿って集めた複数 ・ 根拠や論理の展開に注意して， 相手や目的を意識しながら，提示

の情報を整理し，伝えたい内 伝えたい内容の構成を工夫する 資料を効果的に用いてプレゼンテー

容を検討することができる。 ことができる。 ションをしようとしている。

・ 相手に伝えたい内容の価値や魅

力が伝わるような提示資料を作り

効果的に用いることができる。



６ 単元で目指す深い理解の姿

どのような展開で内容を伝えたのかということや，作成した資料やその使い方の工夫点について説明するこ

とができる。

７ 単元の指導計画（全６時間）

過程 活動のねらい 主な学習活動 時数 指導上の留意点

〇 様々な表現の方 １ 壁新聞，リーフレット ・ 昨年度，総合的な学習の時間で使用した

法について考えを パソコンでのプレゼンテ プレゼンテーション資料を準備することで，

深める。 ーションを比較し，それ その特徴やよさを体験を交えて，語ること

ぞれの特徴やよさを話し ができるようにする。

合う。 ・ 説明する上で効果的に資料を活用できる

方法について考えることを助言して，パソ

コンを使ったプレゼンテーションに意識が

導 向くようにする。

◯ わかりやすいプ ２ 資料を効果的に活用し １ ・ 昨年度，生徒が作成したプレゼンテーシ

レゼンテーション たわかりやすいプレゼン ョンと，それを教師が整理したものを提示

について考えを深 テーションについて話し することで，本単元のねらいを具体的に捉

める。 合う。 えることができるようにする。

入

◯ 単元の概要を捉 ３ 単元の学習課題を記述 ・ 昨年度の総合的な学習を踏まえ，「鹿児

える。 し，学習計画を確認する。 島の魅力」をテーマとすることを伝える。

・ １年生にプレゼンをする場面や意義を伝

えることで，相手意識や目的意識が明確に

なるようにする。

【気付き】 説明の流れを最初に知らせることで，頭の中が整理されるな。

スライドの言葉を，わかりやすいものにしたいな。

説明するタイミングに合わせて，効果的にグラフや写真を用いることが大切だな。

わたしたちの班では，昨年総合的な学習の時間で調べた

ことを基に，島津斉彬の偉大さについて説明しようと考

えました。斉彬の偉大さは，未来を見据えて政治を行っ

たことにあると考えました，そのような考えに至ったこ

とを，時系列で調べたことを並べていくことにしまし

た。そこで，左のようなスライドを準備し，わかりやす

い説明を目指しました。特に工夫したところは，・・・

のところで尚古集成館の項で反射炉の写真を入れたとこ

ろです。このことによって，当時の産業にとどまらない

斉彬の発想のスケールの大きさが伝わると考えました。

一

二

集成館事業三

若き人材の発掘四

五

島津斉彬とは

その偉大さとは

幕末の名君 島津斉彬
～ 次の時代を見据えて ～

蘭学に学び



【単元の学習課題】 ・ ルーブリックシートを配付することで，

単元で身に付ける資質・能力を明確にする

とともに，見通しをもつことができるよう

にする。

常 課題発見力 レベル２

〇 提案内容を考え ・ 話し合いにウェビングマップを準備する

る。 ことで，考えに広がりが生まれるようにす

る。

・ 構成を示したスライドを掲示することで，

プレゼンテーションの流れを意識してテー

マを考えることができるようにする。（こ

こでは，わかりやすく説明するためにおお

まかに３つの柱を考えることを助言する）

４ プレゼンのテーマにつ

いて話し合う。

○ 情報収集の方 ５ テーマに沿って多様な ・ 再度，教師が作成したプレゼンを提示す

法を考える。 手段や方法で情報を収集 ることで，グラフや表，写真といった視覚

する。 的に捉えやすい資料も集める意識が高まる

１ ようにする。

・ 様々な調査方法を想起する場を設定する

ことで，情報に偏りや重なりが生まれにく

展 くする。

◯ プレゼンテー ６ プレゼンテーションの ・ 「序論→本論→結論」という基本構成を

ションの構成を 構成について話し合う。 踏まえ，特に本論を構成する情報について

考える。 いくつかの型を示すことで，展開を整理し

やすくする。

１

【情報を示す順序の型として】

時系列，大から小，小から大

開 知っているから知らないこと 等

・ ワークシートに構成を書き込むよう促す

ことで，説明の流れを明確なものとできる

ようにする。

〇 情報を整理し， ７ テーマに沿って収集し 本時 ・ 発表時間を確認し，スライドの枚数等を

説明の内容に合う た情報を整理し，構成シ 制限する。その上で構成シートを準備する

適切な資料を考え ートを作る。 ことで，情報を比較したり，吟味したり，

資料や機器を効果的

に活用して鹿児島の魅

力が伝わるプレゼンテ

ーションにするために

はどのような工夫が必

要か。



る。 ※ 構成シート 結び付けたりしやすくする。

→集めてきた情報を展開を １

意識して操作することで，

整理していくシート。

〇 効果的な伝え方 ８ プレゼンテーションの ・ 特に工夫した資料の示し方について説

について考えを深 練習を行う。 明することを促すことで，補足や強調，タ

める。 イミング等への意識を高めることができる

ようにする。

９ リハーサルを行い，相 １ ・ 観点を基に相互評価を行いアドバイスを

互評価をする。 送ることを促し，良い点や改善点を見出す

ことができるようにする。

【評価の観点】

◇伝えたい内容は明確か。

◇展開は適切か。（特に本論の構成）

◇説明をわかりやすくするために効果的に

資料が用いられているか。

○ 発表を基に，学 10 一年生に対してプレゼ ・ 評価票を基にした中学一年生の評価内容

びを自覚化し，次 ンテーションを行う。 １ を検討することで，展開や資料の工夫がよ

への意欲をもつ。 かったかどうか，さらに今後の自分の表現

にどのように取り入れていくか考えること

終 ができるようにする。

常 論理的思考力 レベル２

常 メタ認知 レベル２

末

【納得】「このスライドの順番だと伝えたいことが○○っていうことがはっきりわかるな。」

「ゆっくり説明すると考えやすいな。」「たくさんの言葉より，短い言葉でポイントを絞って

あるとわかりやすいな。」「○○の資料を先に提示してから，話した方がわかるな。」

【意志】「どのようにしたらわかりやすく伝わるか，説明の流れを考える事は大事だなという

ことがわかった。それに話す内容もポイントを絞ると伝わるのだとわかった。そしてどのタイミ

ングで資料を使えばいいのかということも考えなければならないな。今後，何か調べて発表す

る際に今回の授業のことを思い出して，話しの展開や話し方や資料の提示の方法を工夫して

みよう。」



８ 本時の実際 （４／６）

(1) 目 標

伝えたいことに向かって展開を意識しつつ，情報を整理することができる。

(2) 授業設計の工夫

ア 情報を多面的・多角的に精査し構造化する学習過程の設計… 研究の視点１

本時では個人でテーマに沿って収集した情報を，比較や分類，関係付けながら整理し，構成シートを

作る活動をおこなう。さらに他者に説明する場も設定することで，自分たちの説明の流れが適切かどう

か確認できるようにする。

イ 思考ツールを用い自らの考えを広げ深める対話… 研究の視点２

伝えたい内容を明確にするために対話を行う。グループで考えた説明の流れを基に対話を行う。その

際，比較や分類，関係付けを行い，情報を整理しやすくするために情報をメモに表し，その操作が出来

るようにした構成シートを活用することとした。

ウ 見通し・振り返る活動の充実を図るためのIＣＥルーブリックの活用… 研究の視点３

本単元のＩＣＥルーブリックはプレゼンテーションの作成の手順と，プレゼンテーションの説明がで

きることを目的とし，そのために身に付けたい資質・能力を示したものとする。このルーブリックを授

業の導入と終末に活用し，見通しや振り返りを充実させたい。また単元の振り返りの際は，プレゼンテ

ーションをする際の工夫について書けるように，本時の終末でも意識化を図りたい。

(3) 重点的に取り組む汎用的な資質・能力

情報活用力レベル４

【子供の姿】 【手立て】

「内容が多すぎるから，もう少し削って，〇〇っ 個人で集めた情報を，展開を意識しながら，比較・分

ていう言葉だけにしたらどうかな。」 類，関係付けするための思考ツールを準備する。

「○○と△△の言葉を合わせて使ったら，説明の

流れがスムーズかもしれないね。」

「この柱の順番は変えた方が，私たちの伝えたい

ことがわかるかもね。」

上記のように，テーマに沿って集めた情報を整理

する姿



過程 主な学習活動
時間

○指導上の留意点 ◎評価
形態

１ 前時の学習内容を想起する。 ２分 ○ 前時の学習を問い掛けることにより，本論の柱の型

一斉 を想起できるようにする。

２ 本時の学習目標と学習の流れを確 ３分 ○ ＩＣＥルーブリックを活用するよう促し，本時の位

導 認する。 一斉 置付けや目的を確認できるようにする。

【学習目標】 研究の視点３

展開を意識しながら，情報を整理 ○ ルーブリック表を活用し，情報活用力レベル４を

して構成シートを作る。 目指すことも確認する。

【学習の流れ】 ○ 活動の概要をモデルを使って示すことにより，見通

入 ① 個で収集した情報をグループ内で説明する。 しをもてるようにする。

② どの情報がふさわしいか検討しグループで

構成シートを作る。

③ 作った構成シートをグループで説明する。

３ 個人で収集した情報を説明する。 10分 ○ スライドに用いる際のキーワードになりそうなとこ

グループ ろを強調するよう促し，情報の比較をしやすくする。

４ どの情報が柱に沿った展開にふさ 15分 ○ 比較や分類，関係付けを行い，情報を整理しやすく

わしいか検討する。 グループ するために，情報メモの操作ができるようにした構成

シートを準備する。

展 （情報活用力 レベル４）研究の視点１・２

○ 構成シートにスライドの完成イメージを記入できる

ようにし，視覚的に展開を捉えることができるように

する。

開 ○ 検討の途中段階において，活動が滞っているグル

ープに対して他のグループの構成シートを紹介するこ

とで，活動のポイントを捉えられるようにする。

５ 他のグループと構成シートの内容 15分 ○ 伝えたいことは何かを明確にした上で，どうしてそ

について交流し，改善策を見出す。 グループ の展開にしたのかを説明するよう指示する。また聞く

側も特に展開に着目して，質問や助言を行うことを促

し，展開について吟味できるようにする。

◎ 伝えたいことに向かって，どのような情報を選んだ

のか，またなぜそのような展開にしたのかを説明する

ことができる。

○ 質問や助言を受けて気付いたことを構成シートに記

録するよう指示し，次時の活動に結び付けやすくする。

終 ６ ＩＣＥルーブリックで次時の内容 ５分 ○ 次時では本時の構成シートを基にして，リハーサル

末 を確認する。 個 を行うことを確認する。研究の視点３




